
新 川 崎 駅 周 辺 地 区 市 街 地 の 活 性 化

平 成 27 年 3 月 25 日

神 奈 川 県 川 崎 市

社会資本総合整備計画（第4回変更）



新川崎駅周辺地区市街地の活性化

平成22年度　～　平成26年度　（5年間）

・新川崎駅の乗降客数を65,000人／日（H26）に増加
・新川崎駅等へ向かう歩行者の７０％以上が歩行環境に満足

（H24末） （H26末）

－ － 70%

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 市街地 一般 川崎市 直接 新川崎地区都市再生整備計画事業 川崎市 3,372 別添１

1-A-2 市街地 一般 川崎市 間接 鹿島田駅西部地区第一種市街地再開発事業 川崎市 5,050

合計 8,422
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C-1 市街地 一般 川崎市 直接 産学官共同研究施設整備 4,800㎡ 川崎市 1,660 別添２

合計 1,660

番号 備考

1-C-1 新川崎地区（A-1）の中央に高い将来性が期待できるナノ・マイクロテクノロジーを核とした産学官共同研究施設を整備し、周辺施設との連携・相乗効果を発揮することにより、さらなる新産業の創出を図る。

その他関連する事業（地域自主戦略交付金）

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

A' 市街地 一般 川崎市 直接 新川崎地区都市再生整備計画事業 川崎市 83 地域自主

(C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')） 16.5%

川崎市 道路、交通広場

Ａ’ 83百万円 Ｂ’ Ｃ’

川崎市

一体的に実施することにより期待される効果

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）
番号 事業者 要素となる事業名

事業内容

川崎市 道路、交通広場、公園　等

鹿島田駅西部地区再開発株式会社 道路、交通広場、商業、住宅等　2.3ha

16.5%
（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

Ｂ
効果促進事業費の割合

ＪＲ東日本が公表する新川崎駅１日平均乗車人員の２倍
（新川崎駅周辺の基盤整備等による職住環境の向上度合いを新川崎駅乗降客数の増加で評価する。） 55,978人／日 62,000人／日 65,000人／日

（H20）

アンケート調査により新川崎駅等への歩行環境の満足度を把握
（道路整備等の促進の効果を新川崎駅等への歩行環境の満足度により評価する。）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
10,082百万円 Ａ 8,422百万円（うち提案事業分　０円） Ｃ 1,660百万円

計画の目標

大目標：創造、活力、ゆとり、安心の融合を特色とする都市拠点の形成を図る。
　目標１：「ものづくり」と「創造のもり」を一層発展させるため、研究開発機能の集積を図り、併せて快適な事業環境を提供する。
　目標2：「緑を中心とした憩い」「防災」「研究開発と交流・学び」などの市民利用機能の強化を図る。
　目標3：新たな活動やライフスタイルの創出に寄与する都市基盤とし、居住環境の向上を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（市街地整備） 平成27年3月25日

計画の名称

計画の期間 交付対象 　川崎市



（参考図面）市街地整備

計画の名称

計画の期間

　新川崎駅周辺地区市街地の活性化

　平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 交付対象 川崎市

新川崎駅

矢向駅

ＪＲ南武線

鹿島田駅

ＪＲ横須賀線

平間駅

夢見ヶ崎

動物公園

凡例
基幹事業

関連社会資本整備事業
効果促進事業

1-A-2
鹿島田駅西部地区第一種市街地再開発事業

（道路、交通広場、商業、住宅 等 2.3ha）

1-C-1

産学官共同研究施設整備

1-A-1
新川崎地区都市再生整備計画事業

（道路・交通広場・公園 等）



都市再生整備計画（第
だ い

４回
か い

変更
へ ん こ う

）

新川
し ん か わ

崎
さ き

地区

神奈川県　川崎市
か な が わ け ん か わ さ き し

平成２６年３月

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 212.0 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 H20 H26

％ H21 H26

％ H21 H26歩行環境満足度
新川崎駅等への歩行環境の満足度
（アンケート調査結果による）

道路整備等の促進の効果を新川崎駅等への歩行環境の満足度
により評価する。（利用者の７割程度が満足する環境を目指す。）

- 70

新川崎駅乗降客数 ＪＲ東日本が公表する新川崎駅１日平均乗車人員の２倍
新川崎駅周辺の基盤整備等による職住環境の向上度合いを新川
崎駅乗降客数の増加で評価する。（トレンドと同程度を目指す。）

55,978 65,000

放置自転車率
新川崎駅周辺の自転車収容台数に対する放置自転車台
数の割合（バイク含む）

自転車利用環境の向上度合いを放置自転車率の減少で評価す
る。（従前値半減を目指す。）

6 3

大目標：創造、活力、ゆとり、安心の融合を特色とする都市拠点の形成を図る。
　目標１：「ものづくり」と「創造のもり」を一層発展させるため、研究開発機能の集積を図り、併せて快適な事業環境を提供する。
　目標2：「緑を中心とした憩い」「防災」「研究開発と交流・学び」などの市民利用機能の強化を図る。
　目標3：新たな活動やライフスタイルの創出に寄与する都市基盤とし、居住環境の向上を図る。

・本地区は、ＪＲ横須賀線・湘南新宿ライン新川崎駅やＪＲ南武線鹿島田駅に隣接する位置にあり、市の「地域生活拠点」として、個性ある利便性の高いまちづくりを進めている。
・本地区の中心に位置する「新鶴見操車場跡地」約３３ｈａは、昭和５９年に遊休地化し、土地区画整理事業を前提にまちづくの検討を進めていたが、市の行財政改革等により、事業計画を抜本的に見直すこととなった。以降、学識経験者、産業界、市民
代表からなる「新川崎地区都市拠点整備土地活用方策検討委員会（Ｈ１４～Ｈ１５）」を設置し、同委員会でまとめた土地利用方針に即した「新川崎地区地区計画」を都市計画決定（Ｈ１７）した。
・現在は、民間活力の導入や市民、事業者、行政の協働の取り組みにより、創造、活力、ゆとり、安心の融合した効率的、効果的な拠点地区の形成をめざし、道路や公園等の都市基盤整備と民間開発の適切な誘導を図り、個性ある利便性の高い地域生
活拠点の形成を推進している。特に、「新川崎・創造のもり」を核として、ものづくり、研究開発機能の強化を図るために、高度な技術力を持つ製造業等等の立地誘導を進め、憩いや交流、学びなどの機能を備えた特色あるまちづくりを進めている。
・平成１７年度から平成２１年度にかけてまちづくり交付金を活用し都市基盤整備等の事業を実施した。また、この間、操車跡地内の民間開発事業の竣工もあり、新しい街並みが形成されつつある。

・新川崎駅の交通結節点機能を強化するため、交通広場、跨線歩道橋の整備を促進する必要がある。
・地区周辺の道路と機能的に連携した道路ネットワークの形成を目指し、操車場跡地の道路整備を進めてきたが、鉄道敷きで分断されている本地区は、動線を跨線橋に頼っており、特に快適な歩行環境を確保する点で課題が残っている。
・道路整備により自転車レーン等を設置したことから、地区内における円滑な自転車通行が期待されるが、駅近辺の放置自転車の増加が予想されるため、自転車収容台数の増強とともに放置自転車の撤去活動や利用者へのマナー啓発等ソフト面の取
り組みを強化し、良好な自転車利用環境の維持を図る必要がある。
・地区内には、大規模な未利用地が残されており、土地利用方針に即した未利用地の活用を促進する必要がある。
・操車跡地に隣接する既成市街地の環境改善が課題となっているが、スプロール的に市街化が進んだ地域であり、用地確保等の課題から新規基盤整備等による抜本的な対応が困難なため、既存公共施設等を活用した改善型のまちづくりが必要であ
る。
・地区内に存在する夢見ヶ崎公園は、地区公園として都市計画決定され、川崎市内で唯一の動物園となっており、古墳群などの遺跡があるなど、歴史的資源にも恵まれている貴重な地域資源として市民に親しまれているが、園内のバリアフリー化や導入
路が十分に整備されていないなど、区民会議においても重要な課題となっている。

・川崎市総合計画川崎再生フロンティアプラン（Ｈ１７．３）
　個性ある利便性の高い地域生活拠点の整備
・川崎市都市計画マスタープラン（Ｈ１９．３）
　地域の特性を活かした魅力ある「地域生活拠点」を育むとし、①新たなものづくり・研究開発機能の集積を図るとともに、地区計画に基づいた、商業・業務機能、都市型住宅等の機能が複合した特色ある市街地の形成②交通結節機能を高める道路、交
通広場、跨線歩道橋等の都市基盤整備の推進③地域資源を活かした周辺市街地の改善などを位置づけている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 神奈川県 川崎市 新川崎地区

計画期間 交付期間 26



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
新川崎地区地区計画に基づく民間開発の規制、誘導

方針に合致する主要な事業
（市街地環境の改善）
・道路、交通広場等の都市基盤整備や民間開発の適切な誘導を継続し、地域生活拠点として魅力ある職住環境の実現を図る。
・新たな歩行者専用道路の整備や民間開発における敷地内通路との連携により、既存跨線橋の歩行環境を補う。
・回遊性や利便性の向上を図るため、都市基盤と連動した案内標識等の整備を行い、動線としての機能を強化する。

基幹事業
○道路・・・地区幹線道路２号、地区幹線道路３号、歩行者専用道路、鹿島田跨線橋（耐震補強）、
交通広場、（仮称）鹿島田207号線
○地域生活基盤施設・・・駐輪場、案内標識等設置、鹿島田跨線歩道橋（立体遊歩道）

（交通結節機能の強化）
・新川崎駅周辺の交通環境の改善と駅利用者のアクセス性の向上を図るため、交通広場を整備するとともに、既存の鹿島田跨線橋を補完して、歩行者
専用の跨線橋を新たに設置する。
・新川崎駅周辺の自転車利用環境の強化を図るため新たな駐輪施設等を設置する。

基幹事業
○道路・・・交通広場
○地域生活基盤施設・・・駐輪場、案内標識等設置、鹿島田跨線歩道橋（立体遊歩道）

（地域資源等の活用）
・夢見ヶ崎動物公園等の地域資源を活かし、公共施設の更新などにより市民利用機能の強化を図る。
・未利用地の活用などにより、産業の創出・育成を目指したものづくり・研究開発機能の集積を図るとともに、都市基盤整備等を推進し、より快適な事業環
境を提供する。

基幹事業
○道路・・・地区幹線道路２号、地区幹線道路３号、歩行者専用道路、交通広場
○地域生活基盤施設・・・駐輪場、案内標識等設置、鹿島田跨線歩道橋（立体遊歩道）
○公園・・・夢見ヶ崎動物公園、（仮称）鹿島田２丁目公園
○高質空間形成施設・・・園路整備他



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業①社会資本整備総合交付金

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始 終了 開始 終了 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 川崎市 直 L≒3,910ｍ、W＝13～20ｍ Ｈ17 Ｈ26 Ｈ23 Ｈ26 106 106 106 106

道路 橋梁耐震補強 川崎市 直 L≒205ｍ、W＝14ｍ Ｈ17 H26 Ｈ25 H26 274 274 274 274

道路 川崎市 直 L≒470ｍ、W＝4～6ｍ Ｈ22 Ｈ22 Ｈ22 Ｈ22 29 29 29 29

道路 川崎市 直 A≒5,000㎡ Ｈ17 Ｈ26 Ｈ23 Ｈ26 736 736 736 736

道路 川崎市 直 L≒180ｍ、W＝4ｍ Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26 18 18 18 18

公園 川崎市 直 トイレ設置 Ｈ23 Ｈ25 Ｈ23 Ｈ23 15 15 15 15

公園 川崎市 直 A≒2,000㎡ Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26 44 44 44 44

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 駐輪場、情報板 川崎市 直 － Ｈ22 Ｈ25 Ｈ22 Ｈ26 219 219 219 219

地域生活基盤施設 立体遊歩道 川崎市 直 － Ｈ17 Ｈ26 Ｈ22 Ｈ26 1,721 1,721 1,721 1721

高質空間形成施設 園路整備他 川崎市 直 － Ｈ23 Ｈ25 Ｈ23 Ｈ25 210 210 210 210

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,372 3,372 3,372 3,372 …A'

基幹事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始 終了 開始 終了 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
道路 川崎市 直 A≒5,000㎡ Ｈ17 Ｈ26 Ｈ24 Ｈ24 83 83 83 83

河川

下水道 －

合計 83 83 83 83 …A''

※交付期間内事業期間はＨ24以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

基幹事業　総計（①＋②）

総計 3,455 3,455 3,455 3,455 …A=A'+A''

（仮称）鹿島田207号線

（仮称）鹿島田2丁目公園

－

0

0

細項目 うち民負担分
交通広場

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－

－

－

夢見ヶ崎動物公園

鹿島田跨線橋

歩行者専用道路

交通広場

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

地区幹線道路

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

国費率 0.4

　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 3,372 　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 1348.8

　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 83 　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 33.2

交付対象事業費 3,455 交付限度額 1382



提案事業①社会資本整備総合交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始 終了 開始 終了 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－

－

－

－

合計 0 0 0 0 …B'

提案事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始 終了 開始 終了 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－

－

－

－

合計 0 0 0 0 …B''
※交付期間内事業期間はＨ24以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

提案事業　総計（①＋②）

総計 0 0 0 0 …B=B'+B''

合計(A+B) 3,455
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始 終了
鹿島田駅西部地区再開発株式会社 国土交通省 2.3ｈa ○ H23 H26 4,978

川崎市 国土交通省 4,800㎡ ○ H23 H24 1,660

合計 6,638

事業期間
全体事業費

鹿島田駅西部地区第一種市街地再開発事業 鹿島田駅西部地区

産学官共同研究施設整備 新川崎地区D地区

0

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間



新川崎駅乗降客数 （人／日） 55,978 （H20年度） → 65,000 （H26年度）

放置自転車率 （％） 6 （H21年度） → 3 （H26年度）

歩行環境満足度 （％） - （H21年度） → 70 （H26年度）

　新川崎地区（神奈川県川崎市）　整備方針概要図

目標 創造、活力、ゆとり、安心の融合を特色とする都市拠点の形成を図る
代表的な
指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

新川崎駅

矢向駅

ＪＲ南武線

鹿島田駅

ＪＲ横須賀線

平間駅

夢見ヶ崎
動物公園

◆基幹事業 :道路
・鹿島田跨線橋【耐震補強】

◆基幹事業:道路
・地区幹線道路（①）

■基幹事業:道路
・地区幹線道路（②）

■基幹事業:道路
・歩行者専用道路

◆基幹事業:道路
・地区幹線道路（③）

■基幹事業:地域生活基盤施設
・立体遊歩道

■基幹事業:地域生活基盤施設
・駐輪場、情報板

■基幹事業:道路
・交通広場

■関連事業
・産学官共同研究施設整備

■関連事業

・鹿島田駅西部地区第一種市街地再開発事業

■基幹事業:公園
・夢見ヶ崎動物公園内トイレ整備

■基幹事業:高質空間形成施設
・南加瀬２３号線整備

■基幹事業:高質空間形成施設
・園路整備

■基幹事業:道路
・地区幹線道路（①）

◆基幹事業（一括）:道路

・交通広場

■基幹事業:公園

・(仮称)鹿島田２丁目公園
■基幹事業:道路
・(仮称)鹿島田207号線



（参考図面）効果促進事業 別　添　２

ナノ・マイクロ産学官共同研究施設整備計画

【建築概要】
●建築面積 ３，５５０㎡
●延床面積 ４，８３０㎡
●敷地面積 ８，８００㎡
●構造・規模

・研究棟：鉄筋コンクリート造 ２階建て
・クリーンルーム棟：鉄筋鉄骨コンクリート造、

一部鉄筋コンクリート造

●新川崎・創造のもり配置図

クリーンルーム内

イメージ

産学官共同研究施設イメージ図

ＫＢＩＣ

研究棟

クリーンルーム棟

研究

クリーンルーム

ＫＢＩＣ

産学官共同研究施設


